特別講演会へのご案内

枚方ＬＲＴ推進会

路面電車･万葉線再生の取組に学ぶ！

　１　行政と市民が一丸となって再生させた万葉線

　　　万葉線は、富山県･高岡市・新湊市・市民の出資によって新に設立された｢万葉線株式会社｣が２００２年４月から運行している。その全延長は１２．８ｋｍ、その前身は、加越能鉄道である。そのキーワードは、路面電車を存続･再生させるために、行政･学識経験者・市民運動が、一丸となったことではないでしょうか。

２０００年に万葉線懇話会が発足し画期的な提言を出している。　この提言が公共交通革新の嚆矢となったといえる。当面赤字が予想されても都市にとっては鉄道の存続が必要と判断し提言したこと。赤字補填のためには財政援助が必要であるとしている。どうして先の懇話会は、そのような判断をしたのでしょうか？

　　　２　財政負担の根拠は？

その根拠となる資料が示されている。

	住民１人あたりの負担額

	万葉線
	２５８円

	新型車両購入
	１,０００円

	市内幹線道路整備費　平成１２年
	３,７５０円

	市内御旅屋駐車場建設
	１２,５００円

	市営中央駐車場建設
	２２,０００円

	福野町文化創造センター　　　　
	２１９,０００円


万葉線の負担額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万葉線の利用者数

　　　　　

	公共施設の年間利用者数

	万葉線
	１,２２２千人

	県立高岡文化ホ―ル
	１４４千人

	高岡美術館
	８３千人

	新湊中央文化会館
	９１千人


（酒井毅　中野剛：「地方における軌道事業を考える」北陸経済研究所Ｎｏ２６０　北陸経済研究所２０００から引用）

　　　　富山県･高岡市・新湊市においては、路面電車は時代遅れの乗り物という認識を払拭し写真に見るような新型車両を導入し、路面電車を都市の装置（インフラ）として蘇らせている。　また、中心市街地の活性化のためには公共交通の革新が必要であるという認識をもされている。枚方市においてもこのような考え方が求められているものといえる。自動車中心のまちづくりから公共交通中心のまちづくりへの転換（パライダイムシフト）が求められているものといえる。こういった転換は、まず、自動車王国アメリカにおいて生まれ、欧米の諸都市において盛んになりつつあるといえる。その動きが日本においても、漸くにして胎動しつつある。まさに、21世紀は路面電車の世紀といえよう。

　　　　講師の武山先生は、万葉線再生にかかわり多大なご貢献をなさったとうかがっております。

　　　　多数の方々のご参加をお願い申し上げます。
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万葉線の新型車両の写真
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１と　き　　５月２９日（日）ＰＭ２：００～４：００

２ところ　　ラポールひらかた　大研修室

３講　師　　国立大学法人高岡短期大学　武山　良三氏

４テーマ　「市民･行政が一体となって再建した万葉線・・・21世紀における公共交通

のあるべき姿を提案する“高岡モデル”」

５参加費　　無料
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